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乳期当たりの乳量増加に伴って、泌乳中後期の乳量が培加した。これまで、 1年1

産あるいは380日程度が適切な分娩間隔であるといわれてきたが、近年の乳量増加を

考えると、適切な分娩間関について見直す時期であるように思える。そこで、 2018

年2月の日本畜産学会誌に掲載された按田・近藤らの研究結果を中心に、受胎率と乳量

を考慮した適切な分娩間隔と授精タイミンクについて考察する。（筆者）

l平均分娩間隔は
400～410日から435日に

乳牛の分娩サイクルは、 1年 1産あるい

は380日程度が適切であるといわれてきた。

日本の乳用牛の飼養形態は、舎飼いから放

牧までさまざまである。放牧を主体とした

飼養形態において、 1年 1産のサイクルが

望ましいという点は今後も変わらないであ

ろう。しかし、タイストーノレあるいはフリ

ーストール、フリーバーンによる舎飼いの

環境では、乳期当たりの平均乳量が増加し

た現代の乳用牛に適する分娩間隔について

考え直す時期に来ているように思える。牛

群検定記録によると、平均分娩間隔は、 1990

年代中頃の400～410日から2012年の435

日まで長期化した（相原、 2014）。

分娩間隔長期化のもう 1つの要因は、泌

乳中後期の乳量の増加にあると推察する。

飼養環境の改善と遺伝的改良により、乳量

は年々増加している。泌乳ピーク期の増加

を抑え、泌乳中後期の乳量を増加させるこ

とで、乳期にわたるエネルギーバランスを

平準化しようという試み（泌乳持続性の改

良）もあり、乳量増加は特に泌乳中後期が顕

著である（図 1）。2000年から 12年にかけて、

初産次における分娩後365日目の平均乳量

は2kg以上増加した。12年における 365日

目の平均乳量は約22kgで、あり、それは2000

年の305日目の平均乳量に相当する。泌乳

後期における乳量の増加は、適切な分娩間

隔を変化させる可能性がある。泌乳中後期

の乳量が増加したため、 意図的に授精を遅

らせる酪農経営者が現れるのは当然のこと

であろう。

i泌乳ピーク乳量が高いほど

分焼後60日以内の初回受胎率低い

組みにより、乳量水準が高くなると泌乳の

ために要求されるエネルギーが多くなるこ

とから、分娩後の子宮の状態が回復し、 受

胎の準備が整うまでに長期間を必要とする

と考えられる。近年における乳量の伸びを

考えると、分娩後に次の受胎の準備が整う

までの期間が以前より長期化していると推

察する。

i早過ぎる授精は、
受胎率と乳量低下の恐れ

最適な分娩間隔を見いだすためには、 受

胎率、生涯生産乳量、後継牛の生産などさ

まざまな要因について考えなければならな

い。しかし、酪農家によって状況が異なる

こともあり、全ての要因を適切に考慮する

ことは難しい。按田・近藤ら（2018）は、初

産から 3産までの乳生産量に注目し、北海

道内のおよそ2万4000頭の泌乳記録から、

乳生産量を最大にするような分娩間隔につ

いて調査した。彼らは、初産から 3産まで

の記録を持つ雌牛において、初産分娩後

1,000日間の総乳量を1,000日乳量と定義

付けた（図2）。そして、 1,000日乳量が最

大になるような分娩間隔を最適とみなした。

彼らの分析によると、初産～2産問、 2産

品 3産間ともに分娩間隔400日を中心とし

て、その前後およそ40日の範囲であるとき

分娩間隔長期化の要因の 1つは、受胎率

低下の影響と考えられる。後代検定開始以

降、飼養環境の改善だけでなく、遺伝的改

良によって乳量が増加したことはさまざま

な文献で紹介されている通りである。遺伝

的改良による乳量の増加に伴い、繁殖能力

が低下することが明らかにされている。し

かし、乳量と繁殖性の関係は一般的にそれ

ほど強い相関関係ではないことから、泌乳

能力と繁殖性を同時に改良することは可能

である。ヨーロツパでは、繁殖性の遺伝評

価開始以降、 受胎率が回復傾向に転じた例

が報告されている。14年、日本でも受胎率

と空胎期間の種雄牛遺伝評価値が公表され

たことから、それ以降に生産された雌牛の

繁殖性の改善に期待している。繁殖能力の

遺伝的改良の効果が現れると、受胎の遅れ

による不本意な分娩間隔の長期化が改善さ

れる方向に進むだろう。

河原ら（2010）は、北海道内の

135万件の授精記録を分析し、分

娩後60日以内に初回授精を行っ

た場合、初回授精受胎率が平均よ

り10%以上低くなることを指摘

した。岡田（2016）は、十勝管内

6農協のフィールド記録による分

析から、泌乳ピーク期（おおむね

初産分娩後40～60日）の乳量が

高いほど、分娩後60日以内の初

回授精受胎率が低くなることを明

らかにした。さらに、初回授精受

胎率から推察した最適な人工授精

開始時期が分娩後80～100日の

問であると考察した。彼らの取り
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し、分娩後160日までに受胎させることが

できれば、 高い 1,000日乳量 を期待できる

ことを意味する。

分娩後80日から人工授精を開始すること

は、 受胎率から考察した岡田（2016）の推奨

と一致する。按田・近藤 （2018）らの研究は、

3産次における乳期の途中まで

を分析対象 とした限定的な分析

である。 しかし、 受胎率に注 目

した分析と生産量を向上させる

ことを目的として分析した異な

る2つの研究結果が同じタイミ

ング（分娩後80日）からの授精

開始が適切であることを示唆し

た。 また、分娩後早過ぎるタイ

ミングで、人工授精を行っても、

受胎率が低いだけでなく、 高い

倉 乳生産を期待できないことが明

初産分娩後 1,000日 らかである。これらのことから、

に 1,000日乳量が最 も高いことが明らかと

なった（図3、4）。 また、分娩間隔が特に

短 し、場合、 1,000日乳量が顕著 に低いこと

が図から読み取れる。これらのことは、妊

娠期間を280日と仮定 したとき、初産 また

は2産分娩後80日をめどに人工授精を開始

泌乳能力が高い現代の乳牛は、分娩後80日

あたりから人工授精を開始することが繁殖 ・

乳生産ともに好ましいと考 える。
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図2 初産分娩後1000日間の総乳量のイメージ
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